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２月雑感  

校長  井堀広幸  
 

今年度も、あと残すところ２か月となりました。この２か月間は、２月は「逃げる」、３月は「去る」

とも言われ、共に早く過ぎてしまう年度末の月日として喩（たと）えられます。あるいは、２月は２８

日間と短いため、早く過ぎ去る感じがある所以（ゆえん）なのかもしれません。ところで、２月の異名

は「如月（きさらぎ）」と言います。「如月」は、その由来については「着更着（きさらぎ）」（着て

また更に着るほど寒い月）であるとする説が有力で、厳しくなった冬の寒さの中での、生活に密着した

人々の思いが表れた、素敵な言葉であります。 

 私には、私が漢字の師匠と仰いでいる、ある会社の社長さんがいます。社長さんは、漢字教育士とい

う資格を持っていらっしゃり、漢字の読み・書きや、意味・解字（漢字の成り立ち）に大変堪能な方で

す。漢字教育士という資格は、近年、立命館大学で行っている、体系的な漢字教育の普及とそれを担当

する教育者の育成とを目的とした受講制度によって取得できる資格で、受講生は、東日本全域から試験

で選ばれた、たった６０名で、当時は、全員の方が、漢字検定の１級もしくは準１級の持ち主だったそ

うです。社長さんの持論は、「着更着（きさらぎ）」という２月の異名のように、漢字は、文化や歴史、

とりわけ人々の生活と密接に結びついているものである、ということです。 

還暦を過ぎてもなお、難しい資格取得に挑戦され、学ぶ意欲が旺盛な社長さんに、敬意を表するとと

もに、私自身も、生涯学び続ける姿勢を大切にしたいと襟を正されました。さらに、次代を担う本校の

生徒たちが、一人でも多く、学ぶことの楽しさを学校で体得してくれるよう、切に願っています。 
 

１年生 職場体験活動 ３ＤＡＹＳチャレンジ  ＜１月１６日（水）～１月１８日（金）＞ 
 １年生がグループに分かれ、狭山市内と近隣の２３の

事業所や施設のご協力を得て、３日間にわたり職場体験

活動（３ＤＡＹＳチャレンジ）を実施しました。進路指

導・キャリア教育の一環として、働くことの大変さ、人

や社会の役に立つことの尊さを、身をもって体験してき

ました。それぞれの職場で、真剣に仕事に励んでいる姿

に、頼もしさを感じました。体験活動後には、活動の感

想、成果や反省なども含め、それぞれの職場にお礼状を

書きました。この体験を、これからの学校生活や将来の

自己実現に、ぜひ活かせるよう願っています。      ご協力いただいた事業所・施設様 
 
 
 
 

皆で受験を乗り越えよう。

頑張れ ３年生！！ 

アニマルクリニックらぶ様、入間川病院様、柏原学校給食センター様、柏原小学校様、柏原保育所様、 
かにや工場店様、かにや狭山市駅前店様、けやき認定こども園様、狭山消防署広瀬分署様、 
城ノ越園芸様、西武鉄道狭山市駅様、セブンイレブン狭山柏原店様、智光山公園動物園様、 
(株)日本標準 物流事業部様、ファミリーマート柏原ニュータウン店様、正木屋商店様、 
ヤオコー狭山店様、ユーアイネット柏原様、老人ホーム柏苑様、老人ホームつつじの園様、 
老人保健施設かがやき様、ローソン下奥富店様、ロッテリア狭山店様      （アイウエオ順） 
 
 
 



入間地区理科教育研究発表会 柏原中科学部が発表 ＜１月１７日（木）＞ 
 入間地区の理科教育の振興を目的とした研究発表会が、１
月１７日、入間市産業文化センターで開催されました。この
日には、埼玉県科学教育振興展覧会地区展に出品された、小
中学生の研究の中から選ばれた、優秀な研究作品（中学８、
小学２４）が、それぞれ研究に携わった児童生徒によって発
表されました。本校も、科学部で研究した「スズメバチの出
現数を減らすためには…part２」が選ばれ、２年生の○○○
○くん、○○○○さん、○○○○さん、○○○○さんが代表
で参加し、研究内容をつぶさにプレゼンテーションし   

             ました。 
 
インターネットシンポジウム ～本当は怖いＳＮＳ～  ＜１月１９日（土）＞ 
 「ＳＮＳの危険から自分を守るために」という目的で、
インターネットシンポジウム（青少年を育てる狭山市民会
議主催、狭山市教育委員会・狭山警察署・青少年育成埼玉
県民会議共催）が、１月１９日、狭山市市民交流センター
で開催され、本校から、２年生の○○○○くんが参加しま
した。第１部の講演会の後、第２部では、市内の中学校４
校、高等学校２校の代表生徒が参加し、ネット社会のＳＮ
Ｓの危険性も含めたデメリット、メリットなど、パネルデ
ィスカッション形式で、お互いに意見を交わし合いました。 
 
“柏原中学校” 話題満載：ショート・コラム 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おめでとう！ 柏原中生、活躍しています！  （個人名は敬称略） 
 
平成３０年度 第６４回狭山地区書初め展覧会    １月１９日（土） 
＜特選＞：３年１組 ○○○○ 《県展覧会に出品 ： 県展銀賞》 
＜金賞＞：２年１組 ○○○○、２年２組 ○○○○、２年２組 ○○○○ 
     １年２組 ○○○○ 
＜銀賞＞：３年１組 ○○○○、３年２組 ○○○○、３年２組 ○○○○  
     ３年３組 ○○○○、３年３組 ○○○○、２年１組 ○○○○ 
     １年１組 ○○○○、１年１組 ○○○○、１年２組 ○○○○  
     １年３組 ○○○○、１年３組 ○○○○ 
 

不審者を想定した避難訓練の実施    ＜１月９日（水）＞ 
 不審者が学校に侵入したことを想定した避難訓練を、１月９日に実施しま 
した。不審者を、どのように落ち着かせるか、いかにして生徒の教室の方 
へ行かせないかが大きな課題でした。また、どのタイミングで生徒を安全 
な場所に避難させるか、その際、校内放送での指示は適切なのか、さらに、 
不審者がどんな凶器を所持しているかなど、場面や状況で、臨機応変な対応 
が必要であることが分かりました。（写真：教室内から施錠する生徒たち）→ 
 

プレゼンをする生徒科学部員たち 

意見を述べる○○くん 

１年生家庭科 調理実習の実施  ＜１月２３・２４日、１月３０・３１日＞ 
 １年生の家庭科の食物の学習の一環として、２週にわたって調理実習を各学 
級２回ずつ実施しました。メニューは、１回目のメインディッシュが「豚の 
生姜焼き」、２回目が「鱈（たら）のムニエル」で、しっかり学んだ成果が 
出て、どの学級のどのグループも、上手に調理することができ、おいしい料 
理を口にすることができました。今後、ぜひ、お弁当の日など、家庭でも 
調理の実践をしてください。（写真：調理の説明や注意を聞く生徒たち）→ 
 
２年生 お口クリニック ～口腔ケアの大切さ～ ＜１月３１日（木）＞ 
 昨年度の歯磨きのブラッシング指導に引き続き、口腔ケアの大切さを学ぶ、 
「お口クリニック」と題した講演会を実施しました。講師は、ブラッシング 
指導でもお世話になった、本校の歯科校医の○○○○先生（○○歯科）にお 
願いしました。私たちの口の中には、約１億の細菌がいるということ、それ 
を放置すると重大な病気になること、そして、そうならないためには、食後 
に必ず歯磨きやうがいをすることが大切であることを学びました。 
 


